
 

 

 

 

 

結城に行ってきました 

妻との会話の中で、「結城紬は絹なのか木綿なのか」で議論になり、ネットで調べると絹のよう

なのですが、今一つ実感が湧かなかったので確認に行ってきました。 

訪れたのは「つむぎの館」。以前は結城紬の製造卸問屋だった建物を改装した資料館で、

内部も庭も徹底的に清掃されていて感心しました。絹糸に撚り（より）をかけて織り糸を作ってか

ら機械で織っているために、あのザラザラとした感触になっているとのこと。現地を訪れたかい 
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があり、良く理解できました。 

結城といえば鎌倉時代の結城朝光（ともみつ）、結

城秀康（徳川家康の次男）が有名ですが、その結城

氏の本拠地であっただけに城下町として整備された

ようで、立派な古い建物がたくさんありました。特につ

むぎの館周辺には、国登録有形文化財の建物がた

くさんあり、情緒があります。 

我
が
家
の
畑 

 休日に行ったのですが、つむぎの館には他に誰も

おらず、周辺の景観の良いエリアでも観光客っぽい

人は見かけませんでした。私も今回訪れるまでは結

城のことは全く知りませんでした。確かにお城などの

目玉はありませんが、もうちょっと PRに力を入れた方

がよいのではないかと思います。せっかくの歴史ある

建物が勿体ないですね。 交番もそれ風になっています。 

寒さに耐えるホウレンソウ 

機織り体験もできます。 



有給休暇の取得率上昇と管理職や経営者

の思い込み 

 

厚生労働省から令和６年「就労条件総合

調査」の結果が公表されました。 

令和５年の１年間に企業が付与した年次

有給休暇（繰越日数を除く）の取得率は

65.3％（同 62.1％）となり、昭和 59 年以降最

も高くなっています。10年ほど前には 40％台

後半でしたので、実に 20 パーセントポイント

ほども急上昇していることになります。 

こうした流れの中で、管理職や経営者の中

には「最近の若い者は休みばかり取ってい

る」と感じる向きがあるかもしれません。これは

もしかすると偏った思い込みによるものかもし

れません。単に職場に物理的に存在すること

を重視する傾向や、長時間労働を美徳とす

る考え方が強く、実際の生産性や成果よりも

職場にいることを偏重する誤った労働観のせ

いかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔ながらの考え方に凝り固まるのは問題が

ありますが、一方で、その場にいないとコミュ

ニケーションが不足したり報連相がスムーズ

にいかなくなるのも事実でしょう。新しい連絡

ツールなどがいろいろと登場しているとはい

え、その場にいること、リアルな対面での情報

交換の重要性が消えてなくなることはありま

せん。 

何事もバランスの問題です。バランスの取

れた判断をするためには職場のリーダーや

管理者の意識が重要となります。「会社の売

上が減っているのに休みばかり取って……」

と不満を抱えて憂鬱になるより、売上減の要

因を探って対策を考えるほうが建設的でしょ

う。時代に適合しない企業は生き残れません。

リーダーの考え方にアップデートの余地がな

いか、ちょっと立ち止まって考えてみることも

必要です。 

私が経営者の方に必ず申し上げるのは、「有

給休暇は完全に消化されることを前提として、

休日日数や給与などを決めてください」という

ことです。完全消化されても不満を感じない

待遇で雇用することが、管理職や経営者に

不満を生じさせない必須事項です。もちろん

その前提の上でより良い条件となるように努

力することも重要ですが。 
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